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Applying watershed-scale rainfall storage estimation method for watershed

classification and scale-dependency analysis

成 果 の 概 要

1. 背景

流域スケールで貯留される水の量を推定する手法としてKirchner (2009)

が提案した雨水貯留量推定法にHino & Hasebe (1984)が提案した河川流量

の成分分離手法を組み合わせた方法を著者らは提案した(Kobayashi & Yokoo,

2013)この方法の特徴は流域スケールの雨水貯留量を推定できる点ではな

く毎時の雨量と河川流量データから流域内の主要な降雨の貯留・流出機構

を客観的に推定できる点にあるこの特徴を利用して“日本の一級河川の流

域を一定の基準によって分類する方法の提案”や“降雨の貯留・流出機構に

関するスケール依存性の検討”を行うことが期待されているKobayashi &

Yokoo, 2013; Yokoo et al., 2014

2. 目的

本研究は著者らが Kobayashi & Yokoo (2013)において提案した手法を利

用して“日本の一級河川の流域を一定の基準によって分類する方法の提案”

や“降雨の貯留・流出機構に関するスケール依存性の検討”を行うことを目

的としている

3. 方法

(1)雨水貯留量推定法の問題点の検討

著者らKobayashi & Yokoo, 2013; Yokoo et al., 2014が提案した雨水

貯留量推定法は流域内の雨水貯留量と河川流量との関係が線形であること

を仮定した Hino & Hasebe (1984)の手法で河川流量データを逓減特性の異な

る複数の成分に分離した上でその関係に非線形な関係を仮定した Kirchner

(2009)の手法を適用していた点に論理的な不整合があることが指摘されてい

たこのため流域内の雨水貯留量と河川流量は線形の関係にあることを仮

定して推定した流域スケールの雨水貯留量の妥当性を検討した

35



福島大学研究年報 第 11号2016 年 1 月

成 果 の 概 要

(2)流域分類手法の検討

上記(1)で提案した手法を用いて流域内の主要な降雨の貯留・流出機構の

種類数を日本の一級河川を推定しその妥当性を評価することによって雨水

貯留量推定法を用いた流域分類の可能性を検討した

(3)降雨の貯留・流出機構のスケール依存性の検討

上記(1)で提案した手法を用いて流域の空間スケールを示す“流域面積”

が河川の上流から下流に向かって変化することによる主要な降雨の貯留・流

出機構の種類数の変化を調べそのスケール依存性を検討した

4. 成果

(1)雨水貯留量推定法の問題点の解決

流域スケールの雨水貯留量と流出量との関係に線形関係を仮定して推定し

た雨水貯留量の妥当性を短期水収支の概念によって検討した結果線形関係

を仮定した方が妥当な結果となることが分かった具体的には雨水貯留量

と流出量は非線形性の関係にあると仮定する Kobayashi & Yokoo (2013)の方

法では降水量よりも多くの水が流域に貯留されることがあるため

Kobayashi & Yokoo (2013)の方法による推定値は不適切になる場合があるこ

とが分かった千葉・横尾2015a

(2)流域分類手法の検討結果

Kobayashi & Yokoo (2013)の方法を改良した千葉・横尾 (2015a)の手法を

日本全国の一級河川の流域に適用し各流域の主要な降雨の貯留・流出機構

の種類数の変化を調べたその結果主要な降雨の貯留・流出機構が個別に

有する“流出量の逓減時定数”の 5 を底とする対数で表示して整数化した値

で分類できることが分かったまたこの基準に基づくと日本の一級河川

の主要な降雨の貯留・流出機構は 3〜6となることが分かるとともに日本全

国の流域の主要な降雨の貯留・流出機構をこの基準によって分類できること

が分かった菅野・横尾2015

(3)降雨の貯留・流出機構のスケール依存性の検討

千葉・横尾 (2015a)の手法によって主要な降雨の貯留・流出機構の種類数

が推定できることが分かったため上流から下流に向かって流域面積が増加

することによる降雨の貯留・流出機構の変化を北上川流域において調べた

その結果流域面積の増加に伴って主要な降雨の貯留・流出機構の種類が減

少することや上流部は雨水貯留量が大きくなる傾向があることが分かった

千葉・横尾2015b
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